
2013年度

日付 タイトル 発表者

2013年4月16日 臨床試験における主要・副次評価指標が存在する場合の症例数設計に関する研究 石井敦

2013年4月16日
Efficient statistical screening methods for pharmacokinetic-related genes in genome-wide pharmacogenomic
studies

長島健悟

2013年4月30日
A pragmatic dose-finding approach using short-term surrogate efficacy outcomes to evaluate binary efficacy
and toxicity outcomes in phase I cancer clinical trials

浅川誉

2013年4月30日 生存時間の個別データに対するネットワークメタ・アナリシスにおける1段階Poisson法の適用 岡村正太

2013年5月21日 MSTのバイアスの評価と適切な診断時点の統計的検討 若林将史

2013年5月21日 抗がん剤併用療法の第I 相試験のおけるコホート分割法に基づくベイズ流用量探索法 加倉井靖之

2013年5月28日 PH cure modelにおけるdiscrimination measureタイプのモデル評価指標の提案 浅野淳一

2013年5月28日 Interim decision making strategies in adaptive designs for subpopulation selection 魚住龍史

2013年6月11日 大学入学者数予測モデルの性能評価に関する研究 杉本沙織

2013年6月11日 遺伝子情報を考慮した奏効率の評価法 中川裕介

2013年6月25日 推定を基にした抗がん剤の2段階デザイン 豊泉滋之

2013年6月25日 複数の事前分布を用いたCRM 東川正晃

2013年7月16日 2群の割合の差における信頼区間の構成法の比較 飯塚政人

2013年7月16日 予測因子を考慮した臨床試験のデザインについて 木下陽介

2013年7月23日 自発報告データを利用した副作用のシグナル検出手法に関する研究 高津正寛

2013年7月23日 治療法の変更を考慮した生存時間に関する研究 今井翔悟

2013年7月30日 生存時間の残差の利用 浜田知久馬

2013年7月30日 PMDAの医薬品副作用データベースの有効利用に関する研究 三角俊介

2013年9月3日 Statistical solutions for clinical application of continual reassessment method in phase I cancer trials 浅川誉

2013年9月3日 抗がん剤併用療法の第I相試験におけるコホート分割法に基づくベイズ流用量探索法 加倉井靖之

2013年9月17日 安全性のメタアナリシス -0セルが存在する場合のメタアナリシス- 浜田知久馬

2013年9月17日 多項目OR型仮説に関する症例数設計の方法の研究 石井敦

2013年10月1日 Assessing a prediction accuracy of cure in Cox proportional hazards cure model 浅野淳一

2013年10月1日 生存時間の個別データに対するネットワークメタ・アナリシスにおける1段階Poisson法の適用 岡村正太

2013年10月15日 An adaptive seamless phase II/III design for subpopulation selection using correlated time-to-event endpoints 魚住龍史

2013年10月15日 区間打切りを考慮した2群比較試験におけるハザード比の信頼区間の補正法の研究 若林将史

2013年10月29日 大学入学者数予測モデルの性能評価に関する研究 杉本沙織

2013年10月29日 効果予測遺伝子を考慮した臨床試験のデザインと解析に関する研究 中川裕介

2013年11月12日 2群の割合の比における信頼区間の構成法に関する研究 飯塚政人

2013年11月12日 薬剤疫学研究のトレンドの分析 浜田知久馬

2013年11月26日 比例ハザード性の検証方法の比較 木下陽介

2013年11月26日 自発報告データベースに対するシグナル検出法の性能比較に関する研究 高津正寛

2013年12月10日 生存時間データの利用による残差統計量の評価 今井翔悟

2013年12月10日 自発報告データに基づいた副作用の好発時期の推定に関する研究 三角俊介


